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株式会社アストロスケールホールディングス 

  
スペースデブリ問題に取り組むアストロスケール 
民間世界初デブリ除去技術実証衛星の出荷を完了 

      
   
持続可能な宇宙環境を目指しスペースデブリ（以下、宇宙ごみ、デブリ）除去サービスに取り組

む、株式会社アストロスケールホールディングス（本社：東京都墨田区、創業者兼 CEO：岡田 光
信、以下「アストロスケール」）は、世界初、スペースデブリ除去技術実証衛星「ELSA-d (End-
of-Life Services by Astroscale – Demonstration)」を 2021 年 3 月の打ち上げに向けカザフスタン、バイ

コヌール宇宙基地への出荷を完了したことをお知らせします。 
 
 アストロスケール チーフエンジニアのジーン・フジイは以下のように述べています。 
「いかなる衛星の開発工程においても、衛星の出荷は大変重要なマイルストーンです。この出荷に

よって正式に技術実証は開発フェーズから、打ち上げ・運用フェーズへ移行することが出来まし

た。ELSA-d が無事に軌道に乗る日を心待ちにしています。」 
 
ELSA-d のミッションは、スペースデブリの除去に必要なコアテクノロジーを実証する世界初の

試みであり、”軌道上サービスを拡大し将来の世代のために安全で持続可能な宇宙環境を実現

する ”というアストロスケールのビジョンを実現するための重要なステップとなります。 
 
出荷完了に際して、アストロスケール 創業者兼 CEO の岡田光信は、以下のように述べています。 
「ここまでの道のりは長くも、非常にやり甲斐のある道のりでした。そして今 、ELSA-d は世界に

先駆けた技術実証に向かおうとしています。ELSA-d の出荷に立ち合い、これが宇宙持続可能性の新

しい時代を切り開く瞬間であると胸が高鳴りました。」 
  
12 月 11 日、弊社からの出荷の模様は下記のリンクよりビデオをご覧ください。 
https://youtu.be/YQB036mKnTs 
 

 
協賛：株式会社三井住友銀行 



※1 EOL: End-of-Life の略称 
※2 ADR：Active Debris Removal の略称 

※3 SSA: Space Situational Awareness の略称 
※4 LEX：Life Extension の略称 
 

アストロスケール について 
アストロスケールは、宇宙機の安全航行の確保を目指し、次世代へ持続可能な軌道を継承する為、

スペースデブリ（宇宙ごみ）除去サービスの開発に取り組む世界初の民間企業です。 2013 年の創業

以来、軌道上で増加し続けるデブリの低減・除去策として、今後打ち上がる人工衛星が寿命を迎え

たり恒久故障の際に除去を行う EOL※1サービスや、既存デブリを除去する為の ADR ※2サービス、

宇宙空間上での宇宙状況把握（SSA※3）、稼働衛星の寿命延長（LEX※4）など軌道上サービスの実

現を目指し技術開発を進めてきました。また、長期に渡り安全で持続可能な宇宙環境を目指す為、

技術開発に加え、ビジネスモデルの確立、複数の民間企業や団体、行政機関と協働し、宇宙政策や

ベストプラクティスの策定に努めています。 
本社・R&D 拠点の日本をはじめ、シンガポール、英国、米国、イスラエルとグローバルに事業を展

開しています。 
 
アストロスケール本社ウェブサイトはこちら： http://astroscale.com 
製造・開発の様子（写真）はこちら：https://bit.ly/Astroscale_pictures  
 
 【本件に対する報道関係者からのお問い合わせ先】 
アストロスケール 広報 
E メール：media_asjp@astroscale.com 
電話番号： 
03-6658-8175（日本）| +44-1235-395-359 (英国) | +1-202-744-8127 (米国)  
 


